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：品

等

：
の
：®

類
_

及
：び
：數

.量

が

興

な

つ

て
 

#

 

4

J
b

パ

爆

物

®

指
數
ー
か-

, f

の
-
上
#

を

:®
し

て
©

つ
.

で
‘

#

4

に
：對
.

す
.

る
生
.
^
費

の

彭
 

J

说

一

雄

に

ー

劍
|;

上

々

_

必
:.
<
!
:

〈

看

暴

せ
.

な

い

こ
f

を
云
々
し
て
ゐ
る
の
で
は
無
い
。

#

論
"

及
.
賃
も
»

處
1

海
对
れ
分

_

&

.

な
い
;:
:
°
,

然
し
痕
り

.

に
總
て
の
貨
物
の
小
賣
相

#

が

厢

-
の
割 

4

ー：
ri
r

:

德
»

す
る

^

或

!«
^

鑛
.
.，
の
.

> ^
::
#

爾
奪
類
の
：
«

離
必

^

じ
#

#

食
消
顰
す

.

る
.

ぃ
、或
：は
？
 

^

 

て

ゆ

, «

物
に
.

對

:t
; T
E

て
の

A
"
ゲ

收
入
の
同
で
削
合
を
©
消
承
る
士
す
れ
域
各
く 

.
が
：
«

: ^

货

勝

に

_

し

て

支

細

ふ

金

额は
一
广
鵪

に
r

v

割
づ 

'、

僧
.

加
.す

るこ
，，

に
i

る
。
‘
好

か

も

此

場

合

に

於

て.も

你
.ほ
'
生

活

費

が1

割

增

加

し

た'
、V

云

ふ

こ

士

を
.得

な

い
.の

で

あ

る
。

そ
は 

'

 

何
故
で
あ

.る

か
i

云
ふ

に
、此

'.事

は筆
者
が

® ;

に：

度
，々

(

三
：.：田
學
會

：

雜
誌
第

：
十
.三
'卷
第

E g
*

#

.

稿

『

物
檟

>」

生
»

费

V」

の
關
係
に

.對
す
る
誤

_

に
：就
て

』

、1-

—

-
拙
著

『

物
«

問

：
題

』

第

五

，
章

第

明

節
^̂

騰
貴
ざ
生
計
费

——

事
業
之
日
本
第
五
：卷
第
三
號
拙

#

『

賃
«

ビ

生

齒

：狀
：：靡』

——

實
*
時
代
第 

四
.
卷
第
十
二
號
拙
稿

『

賃
銀
S

物
：摘

1

の
關
係

^

—
)

稍
、々
詳

_

し

た

：：：の
：で

あ

る

か

ら

、双

に

は3> 

極
霞
單
な
る
說
明
を

.
與
.

へ.
る
こ
.

ビ
に
す
：る
。

早
に
生
針
费
又
は
家
許
费

i

云
ふ
も
、其
內
容

'は

颇

る

複

，雜

で

あ

_る
が
，、之

#

消
.粍

品

等

の

,®
; 

入

费

i

然
‘

ざ

る

も

の

?

の
：ニ

®

に
大
：別
す

'
;る

こ

す

M
 3

5
%
.

る
へ
ど
思
ふ
'
o

'

f者

'に
屬
、ず
る
主 

な

.る

.も

の

は

、
食

料

品

费

、
被

服

費

，薪

炭

#;
、
家

具
®

#

.で
あ
：
つ
て

^

#
‘

に
：
®

す

る

齋

.る
'も

の

，、」 

し

て

は

*

代
又
は
家
食
、電

燈

料

*'
斯
料
金
#

車

賃

®

m

*

#

•«■
校
#

，業
'料
、診
_

料

，税

金

_

を 

擧
げ
得
る
。
偖
て
ニ
定
期

_

內
、例
へ
ば
ニ
ヶ
年
：間
に

/1
>

賣

物

檟

指

，數

が

二

割

の)®
貴

を

示

し
 

、
 

て
ゐ

る

ざ

す
れ
ば
、前

^

即
ち
消
耗
品
の

) ®

入

費

は

：
平

：均

：約-

割」

酸

：脹

す

る

も

のVJ
.

看

做

し

.て 

差
支
な
い
。

何
故
ざ
な
れ
ば
、小
，賣
物

«

指
數
：は

.此
等
の
消
權
品

_

:
小
賣
舞
段
を

®

-®

計
算
し
た
も
の
に
外
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
？

纪
ニ
寸
ニ
卷

(

ニ
三
五〕

^

計

調

鸯

の

結

複

4

二̂

*
u



^

1

.

1
:+
”
1卷
，
.

o

l

i

~

r

>>)

.

.

家
'
計
.調
窜
の
'
結
堪
. 

在
ニ
雜
 

五
.
D
: 

然
ら
ば
後

.

卷
、即
ち
消
耗
品
の

11

入
#

を
除
き
た
る
他
の
家
計
费
は
何
う
で
あ
る
か
：ど
云
ふ
：
 

に
、此
=

稱
の
' 

支
出
' 

は
.

殆
ん
.,

V
J

全
.ぐ
增
加
し
、
.

な
い
。
.

地
' 

主
、家
主
等
は
、物
價

が

一
こ
剡
騰

'
貴
し
た
か

. 

ら
★

云
つ
て
、輿
論
を
憚
り
て
、

«

ち
，に
.

地
代
又
は
家
賃

.

.を

.

引
上
げ
る
こ
ど
を
控
へ
る

0

電

燈

、瓦 

斯
、電
«

、鐡
，道

等

は

，
所
謂
公
益
へ
事
；
* ;P

翻

つ
て
、料
金

)

は
出
來
得
る

〕

限
む
低
率
に
：：
'
定
'
め
へ
し
め
る
こ 

i

.

に

な
‘
つ
.

で
.

ゐ
•

る
：.か
：ら
，物

摘

が

：騰」

貴
：..す
：
る.
'#
.
に
、直
ち
に
夫
れ
ど
同
じ

0

合
に
、
«

等
.

の
料
金

.

の
'
. 

引
•

上
げ
を
行
ひ
、或
は
：：行

^

こ
V
J

を
-

許
す
や
う
な
こ
ど
が

.

な
い
。

學

.
校

授

業

料

、診
：察
：料
：等

も

亦 

.

其
の
補

®

上
急
に

'

は
"

引
上
げ
ら
れ
な
い
广
又
稅
金

.

は
、國

税
.

の
場
合
に
於
て
は
、議
：會
の

「

協
赞
、地 

方
稱
の
場
合
合
：

r

於
：て

«:

、政
«

の
.

認
.
可
を
©

す
：る
.

が

爲

：
め
：
に
，
®

も
容
為
に
引
上
げ
ら
れ
な
ぃ
。

尤
も
物
：摘
騰

*

が
，永
.
X;
.
續
け
ば
、此

.

.等
の
.

料
金
も
引
上
げ
、

b

れ

る

。
：
然

し
_

物
.顧
が
騰
貴
し
始
め 

た

當
，初

に

：'於
：

少
な
，：ぐ

i

も
數
ヶ
月
即
は
、增
率

.

さ
れ
舊
い
ん
物
；價

»

»

が
.永

續

し

：て
：、種
々
一 

の

料
.

金

が

引
J.
M

げ

ら

る

、

場

合
“

於
.

て」

も
、物

價

騰
*

_

 

士
同
一
の
削
合
に
增
率
さ
れ
る

,

V

ゴ 

力
.な
し
又
物

©

' ^
.長
期
間
雄
騰
す
る
一
場
合
に
.在
う

^

は
^

等
の
.

料
金
.

も次
：：

第」

に
增
：
_

さ
れ
'

.
 

る
が
、餘
程
の
距
離
を
置
い
て
後
ょ
う

_

掛
け
て
行
ぐ
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

|

此
0

結

桌

ミ

し

：て
、
物
：價
：が.騰
.
貴
：し

つ

く
“

際
"

に
：.は
、生

計

費

は

物

價

：
が
騰”
谗

す

_
る

稅

に

は

膨
肌
し
な
し
。

夫
れ
故
に
、俸
給
又
は
賃
銀

.
の
li
質
.力
に
生
中
る
增

,

を
一
：計
'る

に

は

、
小

賣

物

：情

：
 

猎
數
を
用
ふ
る
ょ
ぅ
も
、家
針
费
の
增
減
，率
に

依

る
方
が
、正
爾
な

―

結
果
を
擧
ぐ
る
こ
ミ
が
出 

來
る
の
で
あ
る

\

此
理

ii
-
1に
.
基
き
て
、

.!
米
傭
國

.で

は
家
、計

#

指
.數
な
る
も
の
を
編
纂
し
て
ゐ 

る
0

此
'.編

•

は
殊
に
戰
後
に
於
て
大
に
流
行
し
、約
四
十
简
國
に
於
て
行
は
れ
て
ゐ
る
。

1

0

,
 

n
a
i

 

I
n
d
u
s
t
r
i
a
l
,

 

c
o
n
f
e
r
e
n
c
e
'

 

B
o
a
r
d
.

.赠ハ
；
^
'

-
T
h
e
;
,

 c
o
s
t

 

ベ
 o

f
..
L
i
v
i
n
g

 

3
,
.
.2̂
.2.
驾「

0
§

5
3.
0̂'1

0
2
7

 

P
r
e
f
a
c
e

ン 
o
.

.
三

家

計

费

指

數

士

家

.計
の
調
査 

:
此

家

«-
!
:費
指

.數
は
無
論
國
に
依
り
、又

同

1;.

の，_

に
'
在

P

て
も
、職
纂

#

は
依
ぅ
て
、

®

4

の
，方 

法

を
^

に
し
/て

ゐ

る

然

し

典
M

點

を

擧
ぐ

れ
は
次

の

如
ぐ

で

あ

る
o

^

づ
'^
c

入
一
一
A
小

兒 

一1

人
又
は
三
人
の

.

.標

準

世

帶

を

假

想

し

、

;*
世
.零
が
怀

.趣

位

0
:住
奉
に

.居
：住

I

、
一
.
定
_

即
內
，に
，
 

何

¥

の

肉

を
.

何
斤
、̂

®

の
野
.菜
を
何
斤
、砂
糖
を
何
斤
、小
麥
粉
を
：何
斤
、興
の
，
他
何
種

'何
：種
.
の
/食 

料
.品
の
：何
.M

位

を
.

消
、費

し
、衣
服
何
着
、下
着
何
：着
、
«

何
足
、«
〒

何

足
を
戦
入
し
、

電
、氣
瓦
斯
等
を 

如
何
，程

浒

粍

b

、尙
ほ

.

.其
：
9

外

«

取
：賃
ふ
し

「

て
；«

何
を
：.費
：消

■し
、®

鹼

何

個

、齒
磨

'何
_

等
を「

消

#

，
 

す
：る

： .

も
の
这
假
走
し
、此
：等
に

i

.す

る

經

«

が
或
る
一
一
淀
の
時
日
、例
へ
ば
歐

M

の
.直
前
た
，
 

る
千
.九
百
十
四
：年
七
：月
：の

.
家
賃
巷
し
く
は

#

犀
楼

各

貨

：物
；
•

小
；賣
_

段

、並
：
^

諸

輸

桀U
.

十U

卷
.

(

1
1
H七)

_

家
計
調
蜜
の

.

.結：_果
 

J

:

5

'五4:



:

第
二
十
.

H
,

卷

c

m

l'A)

、.：家
計
調
避0

結
粜 

'第
二
.號
.

.

五
.ニ 

#

.

^

.

,、、J
す
れ
ば

.

»

'言
.
幾
.

如
に

J

 

.

.る
力
を
計

'

算
■.
し
之
を
比
較
ン
の_
*

■礎
.
.：

V」

'

し
^

.
、其
'

後
.
'に
.

於
.
•1
)
.
'
,
.
.

;^
:

^
 

.計

費

の

：
增

減

'を

知

：る
：
の

：

.で

あ

、る
。
：

.

即

ち

，假

り

に

、千

九
0

十

：四

年
.
七

月
.
の

家

計

：.费

：の.
總
；計

が
0

圆

で
.

，あ
' 

つ
て
、チ
A

#
.
十
九
年
ヒ 

.月
の
總
計

.
が
ニ
W

B

に
で
.
あ
る
な
ら
ば
、间

：

j 

®

 

0
 

^

 

^

 

^

 

.
M 
0 

M 

 ̂

0

0
 

.
V
J

で
は
、ニ
對
：

1
.
1

の
.
關
係
'に
な
つ

て

ゐ

る

の
を
知
る
.こ
占
が
出
來
る
。

此
關
係
を
明
‘瞭
に
ー
下
す 

爲
め
に
、比
較
の
、基
：礎

.
た
る
數
字
、即
ち
西
圆
を
栽
て
比
較

'

さ
れ
る
數
字
，即
ち

 

一i

w

®I

を
除
-̂
/其 

商
に

'
I

〇
〇
を
乘
じ
て
ニ
〇

0

 

5

な
し
、之
を
家

1 +

«

指
數
ミ
呼

*

0

で

:*
る
。

ai

に

又
：.千

：

九
：：

西
i

十
七
年
七
月
の
家
計

«

.
の
總
計
が
瓦
五
十

St
®
:

で

あ
.

る

な

；
‘
ち

ば

、
家

，
：
計

#

指

數

は

一
五
.五 

S

な
る

o

_然
し
此
家
計
费
：若
し
く
は
生
計
费
は

'
通
例
：左

0

如
_ぐ
五

»

に
：
^
^

1'、

家 

ノ
 

賃
： 

:
’

,

,

,

ニ
、

食
料
品

#

'

三
、

被
服

®

'

V

卿
、

光
熱
費

：

.

■

「

五
、̂

雜

.

幾

■

.

■

 

V

 

. 

'

.
:

:

 

斯
ぐ
.
の
，如
ぐ
、家
計
，

0

を
.五
種
に
分
ち
、各
種
に
就

_

て
、前
記

_

:

の
®

^

の一方
法
に
て
指
數
を
作 

り
、*

部
分
的
の
：指
數
を
比
較

'

し
'

 

て
、種
類
別
に

し

た
る
寒
計

f

が
如
何
な
る
割
合
に
增
減
し
て 

ゐ
る
か
を

'
知
る
.

の
で
.

务
る
。

,

-

勿
論
.此

«

類
の
指
數

.

の
外
に

.
家
針
.費
總
#

:

の
指
數
：を
：計
箅
す
る 

の
は
：言
ふ
表

-
で
も
•

無—

い
。

■

' 

. 

、

.'
,

 

V

£

計
舞
指
數

^-

計
算
す
る

|

に

當

ぅ

て

、

前
；：記

：：

の(

如
；.ぐ
、各
：®

:

別
：支
.

出
#

の

；
合

許

ぐ

は

”
家
 

計
费
の
總
針
を
基
礎
ミ
せ

^

し
て
、標
：準
低
帶
に
：於
て
用
ふ
る
各
：霖

#

:

0

小
®

値

段

の

：指
：
.數
，を 

作 

>

、此
：指
數
に
各

a

別
の
：
_

敎
«

に
^

て
各
：
«

物
の
1

有
す
‘る
地
疮
や

 

乘：： 

じ
、# .
稱
別

の
；：

費
用
每

'

 

に
^

職

を

：
合

計

し

、此
<

ロ
»'
:&
,
‘；ば
.

定
.

數
.
の

和
“

て
除
し
て
、各
翻
別
の
家
計 

费
.

の
指
‘
數
。を
.

作
る
：こ
'

)

と
：も
あ
る
。

而

.

し
て
全

.

體
の
家
：
#

費
0

.

指
數
.を
作
る
：に

.

は
、全
'
.體
'

の
：家
計

' 

费
に
於
て
各

*

別
0

:

家
.
計
#

の
有
す
る
：：地

&

,

の
.

®

^

を
：示
す
；
.
定
數
.

を

：
ば

、
爾

別

.、
的

梅

數

に

_

じ
、
 

此
：獄

を
'

ば
：總

計

し

、桦

總

：計

ゼ

な

此「

家

許

费

指

數

：の‘
許
箅
の
：
«

礎
i

 

g

つ
て
.
ゐ
.

る
；
標

，準
f
f
i
.
f
f
i
.

ざ

標
準
消
翁
士
：
.

域
家
，計
费

'

增
' » 

の
•

御
合
を

JE
«

U

.示
す
爲

.

に
は
、或
る
特
別
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縱
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；
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檩
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參
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蜜
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又
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狹
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さ
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.
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鸾
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年
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蜜
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；
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：
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植
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又
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；
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營
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^

、
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；
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檢
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縣

V

册
^
は 

吏
に
之

.
を
檢
：査
整
：理

：：

レ
た
.:
.
'る
：後
、每
月
ニ
十
日
迄
に
內

‘
閣
統
計
局
長
宛
.に
發
送
す
可
き
こ
せ
こ

/•

此
家

0

0

0

記
入
，は

J1

述

s

如
ぐ
：印
々

は

§

0

 

の：

標

準

：
は

：
次

,
？

.

如
ぐ
で

.
あ
る
？ 

—

 

-

一

收

入

は

各

世

ほ

に

®

す
る
潘
の
各

•

別
に
，
.傘
額
及
び
種
類

(

收
入
.
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す
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：階
f

 

共

I

上
b
 

ニ
，r

旧
未
滿
の
階
級
に
於
て
：再
び
琐
戾

P

す
る

も
、一
一
f
f
Ir
i

i

以
上
の
階

.
叙」

に
，て
は
、遂 

に
最
高
比
例
、で
あ
る

I

二
割
八
分
五
厘
六
毛
に
達
し
て
ゐ
る
。

六

給

料

生

活

蕃

ビ

勞

*

者

i

の
比
較 

斯
ぐ
の
如
く
、家
計
费
の
極
類
別
の
比
例
ど
收
入
の
大
小
ビ
の
關
係

^

、大
體
に
於
て
^
#
生 

.

活
漭
の
世
帶
を
取
る
も
、又
努
働
者
の
家

.計
費
に
就
き
て
觀

.る
i

fe
ぼ
同
禄

.で
あ
る
が
#
,
司
種 

の
象

.言
費

(

就
き
て
觀
る
に

.給
料
生
活
者
の
世
：帶

€

勞
働
者
の
，

.世
；帶

の

間

に

-面
白
き
對
照 

.

. 

.

.

.

. 

. 

 ̂

- 
■■
 

,

..

を
呈
し
て
ゐ
る
。

例
へ
ば
飲
.食
物
费
に
就
き
て
云
へ
：ば
、勞
働

.者
^
全
、體

'0
:
飲
食
物
：：费
の
顆
合
：の
：
 

總
平
均
は
四
割
三
分
五
：原
で
あ
る
に
劉
し
、給
：料
：生
一
活
：漭
全

「

部
:0
«1
:

帶
'に_於
け
る
飲
食
物

.錄

0
: 

此
例
の
總
平

%は
三
割

五
分
九
厘
に
過
ぎ
な
い
か
ら
：_

平
均
に
於
て
勞
働
者
の
方
が

七
分
六 

M高
い
の
み
な

.
ら
ず
、各
收
入
階
級
を

0
じ
て
，一

個
や
彩
外
だ
に
な
ィ
誠
働

#の
飲
食
物
費
の 

割
合
は
、給
料

.
生
：活
漭
の

.
同
®

の
此
例
ょ
り
も
高
ぐ
な
ヾ
っ
て
ゐ
る
。

'-
:

.

典
の
：主
な
る
拟
因
は
，勞
修
審
の
世
帶
に

'

於
け
る

.

米
、漆

_

#

に
酒
類
の

*

入

®

.^
給

歸

生

活
 

者
の
徙

.
帶
ょ
り
も
多
い

’ 

V 
士
に
外
な
ら
な
い
。
勞

#

者
の
世
帶
に
於
け
る

*

麥

■*
の

多

き

は
 

世
帶
員
の

■

數

も
多
く
、
f l

っ
消
费
量
も
多
い

結

，
果

らし

ぐ

恐
は
れ
る
。

給

*

生
活
漭
全
部
の
：米 

麥
0

入
®

の
一
世
：帶
平
均
は
十
四
圆
ニ
十
八

®

で
あ
っ
て
、勞
働
者
全
體
の
平

'

*

は

十

；
五

：：
_

三 

ナ

ニ

錢

.で
あ
る

が
、給

料

生
.
活

者

の

一

世

帶
.平

®

 

©
:

人

員

は
' 

四

人
i

西

分

の

七

で

あ

っ

：：
て
、勞
：：働 

者
の
一
世
帶
平
均
の
人
員
は
，四
人

ビ
Ff

分
の
十
八
で
；あ

る

か
ら
、給

料
^

活
«

'

0

世
帶
^
於
け 

る
米
；麥

©

;

は

I

人
當
ぅ
三
圆
五
十
錢
に
相
嘗
し

#

働
^

^

#

■

に
#

T

:
は
'
' j

<

當
ぅ
三
圆

.：六
：
 

十
四
餞
に
上
っ
て
ゐ
る
。,：

;

:

酒
類
の
：
_

'A
费
に
’
就
' 
い
て
觀
る
に
、給
料
生
，；

®

者

の

世

帶

，の

總

；聲

翁

l
:
s

四
；
餞
.
な
：
る
に
'對
し

第
二
十
一
5
 

C

1

S
九)

家
計
饗
の
結
集 

第V
I

號

七

_



こ
 

第
二
號

' 

.七
四

.
_

て
、摩
働

.
者
.

の
世
帶
の

«

平
均
が

a

幽
四
十

„

で
あ
つ

K

四
：.
十
.五
_

即「

ち
ユ
十
數

パ

I

セ
ン 

ト
も
多
，い

.の
み
な

£

す
、各
收
入
階
級
を
通
じ
て
、勞
働
者

'

の
他
帶
が
平
均
多

<

の
金
：錢
，を

.
酒
«

 

の
.爲

：：

め
，に
費
消

•
し
.て
ゐ
る
。
さ
れ
ば
ざ
て
、決
し
て
勞
働
者

.

.の
方
が
給
料
生
活

.
者
よ
う
も

.
酒
：
®

:
 

* 

を
多

M
r
i
i

消
.
費
し
て
，ゐ

■'
■-
る「

に
.
相
.
違
な
い

_
V
J

斷
定
し

.
て
は
な
ら

.
な
.
.い
。
-

何
故
せ
な

^

■

ば、給
料
生 

活
者
は
、

®

會
等

^

於
て

‘

勞
働
潘
よ
う

.
も
多
最
に
酒
類
を
，消
费
す
る
か
も
知
れ
な
い
か
ら
で
あ 

る。
假
り
に
交
傑

®

.

を
比
較
す

-
.る
に
、勞

働

渚

世

帶

の

：
總'
平

均

が

四

圓

，四

十

兰

錢

に

過

ぎ

な

•.い 

の
に

、

給

料
^

活
^

世
®

の

總

平

均

が

，約

五

十
パ

丨
セ
ン
ト
僧
し
の
：六

_

六
十
ニ
錢
：
.

に
±

つ
て 

ゐ
£

み
な
ら
ず
、各
收
入
階
級
を
通
じ
へ
て
、給
料
生
猶

#

の
‘
平
均
交
：際

#

は
勞
.
働
考
の
：卒
均
よ 

う
も
多
く
な
つ

.T

ゐ
る

:0
:

交

際

毀
は
勿
論
.全
部
宴
會
費
で

 

'は
：な

い

か

ら

、右
の
，
數

字

をS

て

ま 

ち
.に
給
料
生
活
者
が
勞
働
者
よ
り
も
宴
會
に

.
於て

.

酒
を
多
*

^

ある土

 V

を
立
證
出
來
な
い
が

^

數

.字
a

酒

*

の
消

«

最
：を
此
：較

1す
る
に

.當
：_う
て

.は
、顧
慮
に
入
る
可
き 

も
.の
で
あ
る

-
i

思
ふ

0

f

次
に
住
居

«

を
比
較
す
る
に
、勞
働
渚
の
總
平
均
：-
割
五

JS
3

毛
に
對
し
て
、給
料
生
活

審
は
、
 

總
平
均
に
於
て
一
一
割
三
分
土
厘
五
毛
を
負
擔
し
て
ゐ
る
の
み
な
ら
す
，總

T

の
收
入
階
叙
を

®

じ
て
、給

.料
'生
活
卷
の
平

.均

，は
，
勞

働

者

の

世#

に

於

け

：る

平

均
.ょ
ム

も
"高
：
く
な

つ

て
ゐ

：
4

 

.
此
：
 

住
.居
费
、は
家
：賃
以

外
に
、

住
宅
：修

»

©

、水
道

#

、火
熱
：费
、家

-
具
費
、
什

器
：费
、腺
に
設
備
®
を
含
ん
ャ 

ゐ
る
の
で
ぁ
る

が
、*

質
*

け

を
比
較
し
て

も
：パ
前
揭
第
こ
表
參
照

)

給
：料
生
活
者
の
世
帶
に
妗
け 

る
割

.合
は
、勞

.働
_者

の

-[
1
1
*帶
に
於
け
る
ょ

.り
も
高

‘い。

，

軍
に
被
服

«

を
比
_

す
る
に
、給
料
生
活

#

■

の
：總

平

均
+

1

割

/ 1
:
座
：九
弔
に
對
し
て
、勞
働
表 

側

の

，總

平

均

は1

2

5

で
ぁ
る
か
ら
、其
の
差

.
は
*

る
へ
僅
少
で
ぁ
：る
。

谷
：收

入

階

級

內

に

：於 

て
.

も
差
は
少
な
ぐ
、或
る
場
.合

Iに
は
、給
料
生

#

者
侧
の
平
均
が
高

"
ぐ

、
他

：
の
：
場

'合
に
は
、
#

働

:̂の 

平
'
.均
.
-が
.高
 

< 

な
つ
て

S

つ
て
、何
，等
の
斷
定

\

%

與
へ
，る，

が
出

#

な
い
。

最
後
.

に
、雜
費

.
を
比
較
す
る
に
、勞
働
者
の
總
#

均
が

 

一4
:
靱
五
奋
六
，
.厘
式
毛
.で
ぁ
る
に
對
し
て

- 

給
料
生
活
渚
.侧
の
總
艰
均
は
四
分
强
高
の
ニ
割
九
分
九
厘
六
毛
に
な
っ
て
ゐ
る
。
各

^

入
®

 

«
別
に
就
き
て
類
る
に
、最
下
級
に
於
て
は
給
料
生
活
者
侧
の
平
均
が
勞
傾
者
侧
の
平
均
ょ

&

 

も
低
く
な
つ
て
ゐ
る
が
，他
の

.

階
.級
に

て

は、給
料

_

活
，者侧

.

の
：平

.
均

^

高

，
ぐ

な

，
っ
T

.ゐ

る
o

.
此 

雜

費

は

保

她

衛

生
©.
、«
铯

敎

冑 
®

 

s

.
 

A

 

€

0

.養

®

、规
樂

©

、
遊

：山

®
、旅#

费
等
：を
含
む
も
の
で
ぁ
る
か
ら
、此
雜
擎
が
多
，け
れ
：ば
多
き
程
、夫
れ 

:
5
1

十
1

5
 

.

S

六
：；一

)

：家
：訊

麗

の

.
結

粜

 

：
.

第
.

U

號 
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き

1

1

1
 

a
i

六i
d

家
計
調

I

持集，

蕾

.奮
：議

靡

■

へい
“ 
i3
f:
/■

Sー
魏

I

,

る
-
に
、家
計
費

.

.

內
容
の

I
I
S

は
.給
料

If
 

I

多

今
で
ゐ
る
こ

lr

て
t

.

si

在
し

1111

鲁

:
 

, 

•'

 

.

七

寄

此

: 0

の

，
家.計

調

棄

は

我

國

に

け

る

^

沿
.

u
m
- 
<L 

4

、
？

細
密

S
で
ぁ
る

l
:
J
“
a

n

n

K

■

!1
1

i

f

r

 編

^

^

^

r :
r i

:

l :
i

p

^

ふ

る

こV

を

避
'
少

〜

、

の

で

€

、‘
>
、
：

 

b

.

て
.
并

の
.

際

并
»

ネ

ま

し

き#

る

こ

占

に

致

I

で

あ

るI

、
二

三I

的

の
.

卑

見

を

述

べ

て
f

y

其

の
'

t

#

用
©

項

目

を®

に
一

層

區

分

して
發

表

し
て
填

き
た

い

つ

た
こ
1

一
e

一。
 

併
' V

は

：
魚

介

'
肉

類

V
J

せ
ず

.
し
て
、魚
‘介
肉
ゾ
賴

 

r

;

“
港

4ヒ
肉

.裝？
を

-個
の「
釋

.
#
せ
る

'谓
^̂

級
間

' 

に
於
け
る

.
肉

類

；
消.費
の

.

.削
合

#

'

明
瞭
に
す
る
，こ

i

が
出
_

る
6

又
#

：..養
.
娛
樂
赞
？
せ
す 

し
て
、修
養
费

i

规

養

: «

さ
を
：別
々
の
：

®

目
.
士
す
.

れ
；：

ば

•
收

入

階

級

間

に

於

け

''

る

修

：
鮝

：

'

0

程
度
ミ 

娛
樂
の
程
度

W

を

比

較

：
す

る
'

こ

V
J

が
.

出
來
る
。

」

次
に
、收
入
階
級
は
ニ
十
圓
♦
り
を
櫸
準

i

し
て
ゐ
る
が
、ヰ
數

.は
餘
計
に
掛
か
る
が
、十
圓
上 

り
-の

階
級

別
に
す
れ
ば
、尙
ほ

.一
層
疋
確
な
る
比
較
を
誠

'
み
る

'
;こ
：
矣

出

來

.
る

のは
，
無

論

で

あ
 

る
？

又
、將

，：來«

び
此
_

.

の
!«
査
が
行
钱

る

、
機
會
が

’
*

'
る
‘i

章

に
：■は
、相
；
成

る

：可
く
、四
人

占

か
^

五
人
士
か
の
商
人
數
の
人
員
を
有
す
る
世
：帶
の

み
に

家
#

簿
，を

記
入

せ
し
め
た

な

ら

ば
、®
に 

1

»

疋
：確

な

る
結
某
が
得
'ら

る
、
で

•*

ら
ぅ
。，

般
，入
，階

〕

級
'

間
に
斯̂

 

興
^

つ
て

ゐ

て
4

、食
料
品
及

.
び
衣
類
等

.

.:0

消
®

M

が
、
收

入
の
爲
め
の
'み
で

な

ぐ
し

て

、世

帶

。の

大

小.

に

依
&

て

相
f

て
來
る
か
ら
、

f t

入
階
級

.

間
に
於
け
る
家
計
我
の
種
類

.

別

の

精

密

な

る

此

，較 

が
出
來
な
ぐ

^

'

る
o

單
に

(

词
：‘數
の
ft
;®

員
を
有

' 

す
る
世
帶

.

の
み
な
ら

t

夫
掃
'

に
十
2 £

才

與

下

' 

三
人
位
の

.

小
兒
を
有

.す
；る
世
帶
を
讀
法
こ
ふ
：が

出

; *
'

る
な
ら
ば
、益
々
妙
で
あ
る
。
同
人
數
：で
 

あ
つ
て
も
ボ
兒
キ
大
八
デ
で
は
へ
生
活
の
內
容
が
餘
程
養
つ
て
ゐ
る

.
か
ら
、家
計
费
の
內
'容も
收 

入
の
大
小

^

拘
：ら

.す
鐽
き
で

.
；
來

^

。
.
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シ

第 u
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二
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1
1
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i
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1

■

ナ

零

(

1

1
六
四)

：

家
'
計
！l
lr
l

举 

. 

辦
ニ
號

;'

ゴ
、

狗

ほ
*

後

に

酒

類
_

草
、槊

子

，來

物

、飲

料

等0

勝
入
«

は

歡

I

部

分

ビ

：
し

て
M

.

0

 

は
.

れ
て
ゐ
る

'

が〕

典
等
の

•

品

“

生

存

ぢ

絕「

謝

的

：
に
：
は

必

要.
で
な
ぐ
、慰

_

的
办
性
質

.
を
着
し

.て 

ゐ
る
か
：ら
、
«

錄
：の
内
に
加

.：へ

K
.

は
如
何

i

思
‘

ふ
。

^

光
’

熱
®

は
伴
居
费

.
の
；
i

分

を

：
；
桃

#

し 

て

ゐ

る

が

、外
：國
，の.
家

計

；数
•

指
：數
.

で
' 

I

立
：：

の 

一
«

目

：
に

，
：
な

：
つ

で

ゐ

i

か

ら

、商

外

の

；
比

疑

を

便

、
 

に
す
.

る
爲
め

」

に
、矢
張
ぅ
獨
立
せ
し
：め
；た

■

い
。

E

に
又
、水

霞

t

に
"

家
：
：

::
*

^

器

及

，
設

蹄

：
费

も

.
_

 

思
#

の

、一 .

部
分
：セ
な
々
て

.

ゐ

：
.

る

が

、
此
'

等
の

®

用
は
雜

f

に
i

A

し
S

住

：
辱

费ビ

し
て

.

は

，
家

：
質

琴
 

住
|

_

ミ
*

け、即
ち

«

粹
の
家

a

の
み
に

f

る
■

.

用
#

.

辱
®

▲

看

倣

す

方

^

適

當
 

で
.

あ
る

.

や
ぅ
に
思
は
れ
る
。

：

今

假

右

の

趣

：旨
に
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